連合新潟　2008地域ミニマム運動「2007年度賃金実態調査」の概要

１．集まったデータは65組合5,686人分です。1組合平均87.5人になります。

　　（昨年は76組合6,582人、平均86.6人でした。）

　　その概要は次のとおりです。

	全産業
	人数
	平均年齢
	平均勤続
	平均賃金
	06平均賃金

	男女計
	5,686
	40.4
	16.6
	249,190
	246,203

	男子計
	4,944
	40.4
	16.4
	253,919
	250,603

	女子計
	742
	40.6
	18.0
	217,684
	215,372


　　産業区分では次のとおりです。

	
	組合数
	人数
	平均年齢
	平均勤続
	平均賃金
	06年平均

	製造業
	55
	5,276
	40.3
	16.9
	253,632
	247,082

	交通・運輸業
	8
	336
	41.7
	14.1
	184,128
	218,417

	商業・サービス業
	2
	74
	41.5
	12.1
	227,917
	209,170


　　企業の規模別では次のとおりです。

	
	組合数
	人数
	平均年齢
	平均勤続
	平均賃金
	06年平均

	３０人未満
	7
	81
	48.2
	20.0
	236,106
	219,766

	３０人～９９人
	22
	1,028
	41.3
	16.1
	228,537
	236,614

	100人～299人
	33
	4,190
	40.1
	16.5
	254,693
	249,107

	３００人以上
	3
	387
	40.3
	19.2
	247,216
	


　　地域別には次のとおりです。

	
	組合数
	人数
	平均年齢
	平均勤続
	平均賃金
	06年平均

	下越地方
	
	1,578
	39.9
	14.1
	245,368
	243,320

	中越地方
	
	3,282
	40.3
	17.5
	254,297
	251,106

	上越地方
	
	826
	41.9
	18.1
	236,202
	237,552


となっています。

　
　全体の平均賃金は昨年より若干上回っています。産業区分、企業規模別、男女別では上記のとおりとなっています。

　　
調査対象組合員が全く昨年と同様ではないことから、このデータが直ちに連合新潟における賃金水準を示しているものではありません。

２．全産業・男女計の集計と分析

（１）全産業・男女計の年齢別賃金階級分布表（別表１）

　　　表の右端には階級１万円としたときの賃金階級ごとの人数（度数）が算出してあります。これを見ると最も多い（最頻値：モード）のは20万円台で405人いることがわかります。

　　　表には年齢区間20～40歳の全データをとって、それを１次回帰した場合の式「傾き」、すなわち年齢１歳あたりの平均的な賃金上昇額が示してあり、平均年齢40.4歳、平均勤続16.6年で4,327円（昨年：平均年齢40.6歳、平均勤続17.2年で4,277円）となっています。

（２）年齢別賃金特性値（別表２－１，２）

　　　全産業・男女計の年齢別平均賃金と第１十分位数をポイント別に見ると次のとおりです。

	年齢
	平均賃金
	06年平均賃金
	第１十分位数
	06年第１十分位数

	２０
	160.9
	163.4
	140.0
	151.5

	２５
	190.4
	187.1
	166.2
	170.5

	３０
	207.6
	205.0
	179.3
	181.2

	３５
	233.4
	230.3
	197.3
	197.8

	４０
	248.7
	246.7
	203.2
	203.5

	４５
	272.4
	285.9
	232.6
	224.5

	５０
	280.5
	279.5
	212.0
	234.8

	５５
	311.6
	300.0
	241.9
	236.8


（３）年齢別勤続年数別平均賃金（別表３）

　　　全データを年齢１歳、勤続１年ごとに区分して、その平均賃金を算出してあります。

　　　この表の勤続０年の欄は、今年（2007年）の採用賃金の傾向を示しているといえます。18歳はほぼ高卒と考えて差し支えないが22歳を大卒とみなすことはできません。　　年齢18歳は15.8万円（昨年15.3万円）、20歳は16.4万円（昨年16.8万円）、22歳は18.1万円（昨年18.4万円）となっています。

（４）年齢別勤続年数別人員表（別表４）

　　　前記（３）の平均賃金に対応する人員を示しています。厳密にはデータが組合員対象者全員を調べているものとして、という条件が付くでしょうが、勤続０年は2007年の採用者数を示していると考えられます。それによると2007年の新規採用は中途採用を含めて203人（昨年209人）で勤続１年の373人（昨年315人）よりも170人（昨年106人）減っています。

（５）高卒標準労働者（別表５）

　　「高卒標準労働者」の年齢別平均賃金、勤続0年の年齢別平均賃金、35歳実在者の勤続年数別平均賃金の表です。原データからそれぞれ該当者を抽出して再集計したものです。データには学歴区分がありませんが、年齢マイナス勤続年数が18の者を高卒標準労働者とみなしています。一部には中卒18歳のときに採用された者も含まれている可能性がありますが、それはごく少数でしょうから高卒標準者とみなしています。ただし、「標準」とはいっても住居や扶養家族などの条件はありませんから、いわゆるモデルではないことに注意してください。

